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社会活動

競争的研究資金獲得状況（共同研究を含む）

新興・再興感染症に対する革新的医薬品等開
発推進研究事業

浦田秀造・准教授 日本医療研究開発機構開発機構 分担

新興・再興感染症に対する革新的医薬品等開
発推進研究事業、出血熱アレナウイルス感染
症の予防法及び治療法開発のための分子基盤
研究

浦田秀造・准教授 日本学術振興会 分担
科学研究費助成事業 基盤研究(C)「スリラン
カにおけるげっ歯類媒介性人獣共通感染症に
関する研究」

南保明日香・教授 日本医療研究開発機構 分担

南保明日香・教授 日本医療研究開発機構 分担

医療分野国際科学技術共同研究開発推進事業
先端国際共同研究推進プログラム(ASPIRE)
「パンデミックの5W1Hを理解するための研
究」

南保明日香・教授 日本医療研究開発機構 代表 新興・再興感染症研究基盤創生事業（多分野
融合研究領域）

研　究　題　目

南保明日香・教授
公益財団法人上原記念生命科学
財団

代表
2023年度上原記念生命科学財団研究助成金「X
線1分子解析に基づくウイルス粒子形成機構の
解明」

南保明日香・教授
公益財団法人 内藤記念科学振興
財団

代表
2023年度 内藤記念科学奨励金・研究助成「生
体膜動態に着目したフィロウイルス粒子形成
機構の分子基盤の解明」

南保明日香・教授 九州微生物研究会 代表
研究助成「フィロウイルス感染の分子基盤の
解明」

氏名・職 資金提供元/共同研究先 代表・分担

南保明日香・教授 Review Editorial Board of Virology Frontiers in Microbiology

南保明日香・教授 Program Commitee
The 70th Annual Meeting of the Japanese
Society for Virology

南保明日香・教授 評議委員 日本ウイルス学会

南保明日香・教授
Review Editorial Board of Virus and
Host

Frontiers in Cellular and Infection
Microbiology

南保明日香・教授 世話人 ヘルペスウイルス 研究会

南保明日香・教授 パネルメンバー 日米医学ウイルス性疾患専門部会

南保明日香・教授
Guest Associate editor on Frontiers in
Virology

Frontiers in Virology

南保明日香・教授
Board member of Frontiers editorial
board

Frontiers

氏名・職 委　員　会　等　名 関　係　機　関　名

南保明日香・教授 理事 日本ウイルス学会
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特 許

南保明日香・教授
フィロウイルス感染阻害剤のス
クリーニング法

2014年10月15日 2018年11月30日 特許第6440448号

氏名・職 特　許　権　名　称 出願年月日 取得年月日 番号

浦田秀造・准教授
公益財団法人　武田科学振興財
団

代表
ハイリスク新興感染症研究助成、ルジョウイ
ルス感染症克服に向けた基礎及び応用研究

浦田秀造・准教授 日本学術振興会 代表
科学研究費助成事業 基盤研究C 「異分野・新
旧融合実験手法による高病原性ウイルスタン
パク質の細胞内輸送機構の解明」

浦田秀造・准教授 公益財団法人　平和中島財団 代表

国際学術共同研究助成「続・独特な動物相が
混在するスリランカにおける齧歯類媒介性ウ
イルスの疫学調査及びヒト疾患への関与の解
明」

浦田秀造・准教授 東京大学
高病原性ウイルス感染によるインフルマソーム活性化に
関する研究

南保明日香・教授 北海道大学
フィロウイルス粒子形成機構の分子基盤に関する共同研
究

浦田秀造・准教授 北海道大学 抗アレナウイルス化合物の分子機構解析
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